　生物科学セミナー　 第894回 ６月１６日（水）16：30〜18：00

	 講演題目：『種の起源』を読む

	 講演者名：渡辺　政隆
（独立行政法人科学技術振興機構エキスパート）

	講演の概要

　昨年2009年は、進化論の父とも呼ばれるチャールズ・ダーウィンの生誕200年、歴史的な書『種の起源』出版150年という記念すべきダーウィン年だった。世界各国で記念行事が行われ、わが国でも国立科学博物館の「ダーウィン展」（開催は2008年）を皮切りに、日本学術会議主催の記念シンポジウムなどが開催された。
　私自身もそれらの行事に関わると同時に、念願だった『種の起源』（上下巻、光文社古典新訳文庫）の新訳を刊行することができた。同書の原書初版に関しては、それ以前に科学史の泰斗、八杉龍一氏の訳になる岩波文庫版『種の起原』があったことは周知の通りである。それなのになぜ、同じ文庫のスタイルで新訳を出したのか。当然の疑問である。その理由は、岩波文庫版にチャレンジした人にはご理解いただけると思うが、ダーウィン年を機に現代人にも読みやすい新訳を出す意義があると考えたからにほかならない。言い換えるなら、今も熟読に値するにもかかわらず読まれることの少ない（英国でも、ヴィクトリア朝スタイルの英文が禍して、あまり読まれていないと聞く）『種の起源』を一人でも多くの方に読んでもらいたいという思いに駆られてのことなのである。
　では『種の起源』のどこが熟読に値するのか。それは、ダーウィンがこの書で示した科学に対する姿勢、慧眼に学ぶべきことが多いのだ。たとえば、
(1) 再現不能の生物進化を科学として研究するための方法論を実践している
(2) ダーウィンの入念な論証を追体験できる

(3) 当然のごとく自説に向けられるはずの批判の先回りをして自説の難題を自ら掲げ、その解決まで試みている

(4) ダーウィンは進化学の祖であるばかりでなく、生態学、地質学、古生物学、動物心理学（行動学）、体系学（系統学）、科学論等々、現代の主要な研究分野の方向性を予見した偉大な科学者であり、そのエッセンスは『種の起源』にすべて盛り込まれている
等々である。特に(4)の慧眼はすばらしく、現代でも展開可能な研究課題が潜んでいる。
　そのほか、ダーウィンの今日的意義、進化生物学の潮流など、翻訳の苦労も交えながらお話ししたい。
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